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EV（電気自動車）を複数のグループに分けて駐車し、そこにタイマーの切替で電気を一定時間毎に振り分けながら充電して行
くという今までになかったEVロータリーの充電方法により、消費電力を従来の充電方法の1/3に抑制できることは、EVユーザー
にコストメリットを与えるのみならず、電力会社、発電所の負担軽減にも大いに貢献することになり、電気を使うEVの普及と、
電力需給バランスの均衡という相反する課題を同時に解決することができ、仮にこの先気候変動が続き、夏や冬などに家庭や
職場で電力供給が逼迫するような状況においても、日本の電力需給を持続的にバランスさせることに寄与できると考える。EV
ロータリーが2050年のカーボンニュートラル実現の一助になれば幸いである。

現在、畜産業における飼料自給率は25％と低く、輸出国の影響で飼料価格は高騰の一途をたどっている。一方、日本の食品
廃棄量も深刻な社会問題となっている。これらを解決するためエコフィードの研究に取り組んだ。
地域の食品企業から食品廃棄物を調達し、飼料設計を行い給餌実験を実施した結果、市販飼料と同等の発育成績となり、約

97％の飼料費削減に成功した。さらに、地域の養豚農家と食品企業のマッチングを実施した結果、畜産農家の所得向上を達成
し、16社の企業経費を1,200万円以上削減。食品廃棄物を250ｔ以上家畜用飼料として普及した。また、豚肉を加工する際に
約８kg/頭の豚脂を廃棄しており、豚脂を活用した洗濯用石鹸の開発を行った。完成品は市販石鹸より少量でも高い洗浄力を
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【住 所】 〒273-0014  千葉県船橋市高瀬町 62-2　　【TEL】 047-434-1551
【URL】 http://ninonet.co.jp/nhp/funabashi_s/evrotary.html

【住 所】 〒861-4105  熊本県熊本市南区元三町５丁目１－１　　【TEL】 090-4473-0545
【URL】 https://www.instagram.com/cinderellaneo

3kW充電器で日産リーフ、三菱アイミーブ・ミニキャ
ブミーブを充電中

給餌試験結果(体重）

EVロータリー制御盤本体と6kW充電器

市販石鹸との洗浄力比較

持ち、環境への影響を調査したところ農業
用水に利用できるCOD値まで10日間早く
分解し、植物や魚類を用いた実験でも水道
水と同等の結果になったことから環境への
負荷が少ない石鹸であることが証明された。
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